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Ill研 究の成果 と課題

1全 体研究主題

趾会稗学習仁お〃る基麗 ・基本の確実な」家審を図る説材の謂1発と擶疑

研究の概要

今回の学習指導要領の改訂 のための基本方針の第3に 「ゆ とりある教育活動を展開する中

で基礎 ・基本の確実 な定着を図 り、個性 を生かす教育を充実す ること」が示されている。ま

た 、学習指導 要領解説 の総則編で は、「ゆと りの中で じっ くり学習 し、そ の(基 礎的 ・基本

的内容)確 実な定着を図るよ うにす ること」 の重要性 を指摘 している。

ここで いう基礎 ・基本 とは何か とい うことに対 し、一般的 には 「学習指導要領の 目標 ・内

容である」 と解 釈されている。 しか し、学校の教育活 動に即 して考 えるとき、教科 の特性 を

踏 まえつつ、更 に具体化 した基礎 ・基本 の内容 を考 えて い くことが必要 となって くる。

一方、社会科 にお いて は、 「公民的資質の基礎 を養 う」 ことが究極 的な 目標 である。 この

目標をどう具体化 し、 どのような内容 をどのよ うに して子 どもたちに身 に付けさせて いけば

公民的資質の基礎 を養 うことにな るのかが重要な課題 である。そのため には、社会科学習 の

基礎 ・基本が身に付 いた子 どもの姿を具体化 し、そ の定着 の方法を探 ってい く必要が あると

考 えた。

本研究は、基礎 ・基本が身 に付いた子 ども像 を描 き、期待 される子 ども像 にせ まるため に

どのような教材 を開発 し、 どのよ うに教材を構成 して授業 を組み立てていけばよいのか を明

らか にしよ うとした ものであ る。 こうした考 えに基づ く上記の研究主題の下、学年 の発達段

階 に即 して分科会 を編成 し、研究 を深めてい くことにした。

中学年分科会で は 『地域 社会 に対する理解 と愛情 を育 てる こと』、第5学 年分科会は 『自

分 の考え をもたせ ること』、第6学 年分科会は 『社会的事象の見方 ・考 え方 を育て ること』

を期待 する子 ども像の中心に据 え、それに向けた基礎 ・基本の確実な定 着を図 るための方策

を、教材 の開発 と構 成 とい う視点か ら探 って いった。
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皿 研究の内容

〈中学年分科会〉

地域 社会 に対す る理解 と愛情 を育 て る教材 の構成

1主 題設定の理由

全体主題 「社会科学 習におけ る基礎 ・基本 の確 実な定着 を図 る教材 の開発 と構成」 を受

け、基礎 ・基本 を ど うとらえ、それ を確 実に定着 させ るために ど うしていった らよいのか

を考 えた。

学習指導要領の解説書 の分析 か ら社会科 学習にお ける基礎 ・基本 は、理解 ・能力 ・態度

の3つ の側面 に分類 され 、中で も態度 は理解 と密接 に関連 して いるこ とが分 かった。 中学

年の社会科学習 の基礎 ・基本 の中心は、新 学習指導要領 で示 され る6項 目の内容 の学習 を

通 して、地域社会 の特色を理解 し愛情 を育 てることであると考える。

また、平成10年7月 の教育課程審議会答 申の中で、社会科 の改善の基本方針 にっいて

「(前略)社 会の変化 に 自ら対応す る能力や態度 を育成す る観 点か ら(中 略)児 童生徒 の主

体的 な学習 を一層重視す る。」 と示 され 、児童が社会的事象 に関心 を もって進んでかかわる

こ とのできる力 の育成 が求 め られ ている。

この基本方針に示 され ている考 えを踏 まえ、一人一人に基礎 ・基本 を確実 に定着 させ る

ためは、地域 教材 を児童の実態や 単元 のね らいにそって指 導計画 と して構成 してい くこ と

と同時 に、 「っかむ→調べ る→ま とめる→深 める」 とい う問題解決的な学習を取 り入れ、学

習の 目的 を明確に し、主体的に追究 していけるよ うに計画す ることが大切 であ ると考えた。

こうした学習 の中で一人一人が主体的 に調べ るこ とは、課題 を追究する力を育て地域社会

に対する理解 を深め、愛情 をは ぐくむ ことに もつなが ると考える。

そ こで、本分科 会では地域の社会的事象 を児童 が主体的 に調べ 、特色や よさを理 解す る

こ とを通 して、地域社 会の一員 と しての 自覚、誇 りや愛情 を育て ることが中学年 と しての

基礎 ・基本の確実な定着 を図 ることで あると考え、上記のよ うな研 究主題 を設定 した。

私たちは、以下の4点 を通 して研 究のね らいに迫 りたいと考えた。

(1)単 元 ごとにおさえたい基礎 ・基本 を明 らかにすること。

(2)社 会 的事 象を人々の願い と関連付 けて、地域社会 について考 え られ るよ うな教材

構成 をす ること。

(3)地 域の特性 を生か し、児童が主体的 にかかわれ るよ うな教材 を選定すること。

(4)地 域社会に対す る理解 の深ま りと、その一員 と しての 自覚 、誇 りや愛情の育 ちを、

期待する子 どもの姿 と具体的な子 どもの反応 とを照 ら し合わせ て評価す ること。

2研 究のね らい

地域社会 に対す る理解 を深 め、そ の一員 と しての 自覚、誇 りや愛情 をもっ児童 を育 てる

た めに、単元 ごとの基礎 ・基本 を整理 し、教材 を ど う構成 してい けば よいのかを明 らかに

す る。
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3研 究の仮説

児童 が主体 的に調べ られ るよ うな教材 を選定 し、人 々の願 い と関連づ けて地域 社会にっ

いて考 え られ る よ うに構成すれ ば、地域社 会への理解が深 ま り、その一 員 と しての 自覚や

誇 りと愛情 が育っ。

4研 究の内容

以下の4点 について研 究を進 める。

(1)単 元 ごとにおさえたい基礎 ・基本 を明 らかにする

全体及 び中学年 の研 究主題 に迫 るた めの基盤 と して、単元 ご との基礎 ・基本 の内容 を検

討 し、 「教材構成までの流れ」の表 を作成す る。

(2)社 会的事 象 を人 々の願 いと関連付 けて、地域社会につ いて考 えられ るよ うな教材

構成 をす る

地域社会 に対す る理解 を深 め、 これ を愛情へ とつなげ てい くためには、人々の願 い

と関連付 けて地域社会 について考え させてい くことが有効である と考 えた。

現在 の子 どもた ちの生活 実態 か ら考 えると、子 ども と地域社会 とのかかわ りは希薄

になってきている と言 える。 したが って、 「地域社会 の一員 と しての 自覚 」や 「地域社

会 に対す る誇 りと愛情」 を育ててい くことは容易で はない。

地域 社会に対す る愛情 を育ててい くた めには、地域 の人々の願 いや 思い 、苦労 な ど

に触れ させ るこ とが有効 であ ると考 える。そ こで、本分 科会では、全単元 で社会的事

象 を人々の願 い と関連付 けて考 え られ るよ うな教材構成 を考 え、3.4学 年 を通 じて

地域社会 に対す る愛情 を育てよ うと考 えた。

(3)地 域 の特性 を生か し、児童が主体的にかかわれ るよ うな教材 を選 定する

明 らか に した基礎 ・基本 を定着 させ るには、児童が主体的 に調べ られ る よ うな教材

を選定す る必 要があ ると考 えた。一方 、中学年の社会科は 、地域学習 であ り、各学校

が立脚す る地域 の特性 が明 らかになる よ うな教材 を用いな けれ ばな らない。 このため

には、地域 にあ る様 々な素材 を も う一度吟 味 し、その 中か ら最 も適切 と思われ るもの

を教材 と して選 定 してい くこととした。

(4)地 域社 会に対す る理解の深 ま りと、その一 員と しての 自覚 、誇 りや愛 情の育ち を、

期待す る子 どもの姿 と具体的な子 どもの反応 とを照 らし合わせ て評価す る

本研 究では、理解 に加 え、愛情 とい う情意面の育 ちも含 め、でき る限 り客観 的 な評

価 ができ るよ う、期待す る子 どもの姿 を教材構成の段階 で予想 し、学習の 中での具体

的 な子 どもの反応 と照 らし合 わせ なが ら評価 してい く。 ただ し、愛情 について は、各

単元の実践を通 じて子 どもたちの育 ちを積み重ね るこ とに よって、中学年 の学習 を終

えた時点で、私たちが期待す る姿にまで高 めていきたい と考 えている。

3
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5研 究構想図

教育改革の流れ

豊かな人間性と国際性

自ら学び自ら考える

基礎基本と個性の重視

特色ある学校づくり

社会科教育の課題

調べて考える社会科へ

「総合的な学習の時間」

との違いの明確化

教材の厳選

全体研究主題
社会科における基礎 ・基本の確実な定着を図る

教材の開発と構成

社会科の目標

中学年分科会研究主題

地域社会に対する理解と愛情を育てる教材の構成

研究のねらい

地域社会に対する理解 を深め、その一員としての

自覚、誇 りや愛情をもつ児童 を育てるために、単元

ごとの基礎 ・基本を整理 し、教材をどう構成 してい

けばよいのかを明らかにする。

研究の仮説

児童が主体的に調べられるような教材を選定 し、人

々の願いと関連付けて地域社会について考えられるよ

うに構成すれば、地域社会への理解が深まり、その一

員としての自覚や誇 りと愛情が育つ。

学習指導要領

第3学 年及び第4学 年
の目標

児童の実態

体験的活動を好む

調べてまとめるとこ

ろで終わってしまう

教師の願い

地域社会の一員として

自分の地域 に興味をも

って自らの課題を追求

し、自分の住む地域 を

深く理解 してほ しい

研究の内容

構成の 授業実践
学 学 工夫

習
指 習 学習活動
導 つかむ

要 活 調べる

領 まとめる

を 動 社会的 深める

分 事象と
析 の 人 々の

し 願いを

整 決 関連付 多様な
理 ける 調べ学習
し 定
た

基
礎 多様な
● 表現活動
基
本

↓ 介 介 ↓
期待する子 どもの姿 ⇒ 評価

安全な

くらし

、
まちの

人 々の
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自覚 ・誇 り ・愛情

櫨無

地域社会に
対する理解

(区 、 市 、 都)

くら し

の うつ り

かわ り

健康な

くらし
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ようす
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6実 践事例 「くらしをささえる水」

(1)小 単元の 目標

自分たちの生活や産業 を支 えるために必要な飲料水 を確保す る仕 事は、計画的、組織

的 に進め られてい ることを資料や見学 した ことな どか ら調べ、 これ らの対策や事業 が私

たちの健康 の維持、向上に役立っていることを考 えさせ ることによ り、地域社会の一員

としての 自覚 を育てる。

(2)期 待する子 どもの言葉

「いつで もどこで も水が使 えるのは、水道局の人 たちの努力や工夫のお かげだ。

もっと水を大切に していこ う。」

(3)研 究テー マとのかかわ り

① 地域の特性 を生か し、児童が主体的にかかわれ るよ うな教材 を選 定す る

水源林、ダム、浄水場、給水所の各水道施設のひみつ を1枚 ずつ画用紙 にま とめ、最

後 につな ぎ合わせて 〈水の旅〉 と してま とめることに した。ひみつ を調べ る時、区 ・都

版副読本、教科書、 「私た ちの水道」な どの共通の資料か ら内容 を調べ るよ うに した。 こ

れ らは4年 生が読み取 ることがで きる資料のため 自主的な学習 が可能である と考 えた。

また、水源林 か ら蛇 口までの水道事業は、地理的範 囲が広 くなるため、管轄 の水道 局に

水道教室開催 をお願い した り、葛西給水所 を見学 した りして地域 の水道事業 に関心を も

たせ るよ うに した。

② 人々の願 い と関連付 けて考 えられ るよ うな教材構成 をする

蛇 口をひねる と手軽に水 がいつで もどこでも使用 できる現在 、改 めて水 に対す る地域

の人 々の願 いを見つ けることは難 しい と考えた。一 方、飲料水 を確保す る対策や事業を

調べ る上で、いろいろな施設 で従事 している人々の思 いや願 いに触れ ることは可能であ

る。そ こで、 自分 が調べ る施設や仕事の内容 について、働いている人 と して説明 をす る

活動 を取 り入れ た。 また、水道教室や給水所見学で直接水道局の人 に話を聞いた り、質

問 した りす ることで、従事 している人々の工夫や努 力、願いに触れ ることができ、親 し

み を感 じると考 えた。そ して、いつで もどこで も水 が使 えるのはそれ らの人々の働 きに

よってで あることを理解 し、 自分 も地域社会の一員 として水を大切 に していかなければ

いけない とい う自覚が育っ と考 えた。

鯛賑
㌘鑑

㎡

麟
駐 、

癖
蓮
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(4)「 くらしをささえる水」 教材構成までの流れ
期待する子どもの姿

いつでもどこでも水 が使えるのは 、水 道局 の人 た ちの

努 力や 工 夫の お かげ だ。
もっと、水を大切にしてしよう。

)t't't't/e'e'l

l飲 料 水 を確 保 す!

!地域の人々の健!

馳と向上 に役 立って1

具体 的 に調べ させ る
こと

飲料水を確保する

対 策や事業 は、

計画的協力的に

素 材

家 庭での使 われ 方
炊事 、 洗濯 、風 呂

な ど

地域での使われ方
商店 工場
学校 公園

学校の水道使用量

東京都の使用量

浄水場の役目と働く人

給水所の役目と働く人

学習の仕方

資料活用

調 査

イン タビ ュー

表現活動

〔難 〕

地図の活用

直接見学

話し合い

具体的に考えられる学習活動
(太字は願いと関連付けられるもの〉

唖D
6

水道使用量調べ
家庭 学校
江戸川区 東京都

昔の水道調へ

家庭の飲料水調べ
調べ

水の経路調べ

施設見学
ダム 浄水場給
水所

鱈
構

成

水道新聞作り

画
ポ ス ター セ ッシ ョン

節水大作戦

お礼の手紙

人々の願いと関連付けた学習活動

① つ かむ 飲 料 水 と私 たちの生 活◆ 水
の使 われ 方調 べ

家 庭 、学校 、
その 他(工 場 、店 、公 園 〉

◆水 道使 用量 と料 金調 べ

◆水道使用量の変化調べ

水は、いっ でもどこでも使える

水がなかったら困る

一 日にたくさん水を使 っている

②調べる
飲料水確保のための各施設の働き

◆水道教室
◆給水所見学
◆水の旅作り

自分の家 に水が届 くまで、遠 いところ
から、いろいろな施 設を通 ってくる

い つでも水 が使 えるように水 を貯めてい

③まとめる
水道事業に携わっている人々の努力や工
夫のまとめ
◆水道局の人に手紙を書く

水道 局 の人 たちは、私たちが いっ でも
が使えるように、24時 間 仕事 をしている

たくさん の人がお いしい水を作るために

力 している

④深める 自分たちにできることを考える
◆各家庭の取り組み情報交換
◆学校での節水大作戦

い つで もどこでも水 が使 えるの は、茄

局の 人たちが努 力や 工 夫をしているおカ
げだ。 もっと水を大切 にしていこう。



(5)授 業の実際

過程 ね ら い 主な学習活動 主題 との関連 実際の子 どもの反応

○ 毎 日の 生 活 ① 水が くら しの ど 水探 し ・水は どこに で もあ るな

で は 、 様 々 な んな ところで使 わ わた したちの水道 ・いっ で も使 える

所 で た く さん れ て いるか話 し合 ・水は大切だな

つ の 水 を手 軽 に う 。

利 用 して い る ② ③ 区や都 で使 っ 一 日の使 用量 グラフ ・ひ と りで こんな に使 っ て い る のか

こ とに気付 く。 てい る水の量 を調 249個 の 牛乳パ ック ・こん なに使 っ て 、水 は 、 な くな ら

べ 、 牛 乳 パ ッ ク を 学校の水道料金表 ないのかな

か 用 い て 表 し 、感 じ 区や都の使用量グラフ ・た く さんの水 は どこか ら来 るの?

た ことを話 し合 う。 ◆たくさん使ってい

・昔の水確 保の 方 る事 実 を、具体物や 、

む 法を知る 値段で実感 させる。

○ い つ で も 、 ④ 大切な水 が、 い 私た ちの水道 ・ダムに水 をた めてい る

ど こで も水 が つ で もどこで も使 副読本 ・地図帳 ・使 った 水を きれ い に して使 う

使 え る ひみ つ えるひみ つ を予想 水源林→ ダム→浄水 ・どん な こ とを して い る の か調 べ よ

を 調 べ て み よ す る 。 場→給水所→家庭 う

うとす る意 欲 ・水の経路 の確認 場 所 、役 割 、人 々 の ・どこにあ るの か

を も つ 。 ・調 べ る視 点 の 話 苦労や工夫 ・ダムをつ くるのに何年 ぐらいかか

し合い るのかな

○ 各 自 で 、 調 ⑤⑥⑦ 自分 が調べ 副読本、教科書 ・ダ ムをつ くるのに13年 もかか る

べ る こ と を追 た い施設 を選び追 わたしたちの水道 ・東 京に は12の 浄 水場 が ある

究す る。 究 し、 わ か りや す 地 図帳 ・学習 シー ト ・水 源 林 は 、落 ち葉 がつ もって スポ

調 くま とめる。 ◆共通の資料か ら調 ンジ状になって きれいな水 をた く

べる内容を探す力を わえている

っ け る 。 ・緑の ダムと白い ダムがあるの を初

べ めて知った

○ 調 べ て 、 ま ⑧各施設で働いて 学習 シー ト ・ダムや 山や給水所の仕組みや仕事

とめ た こ と を い る人 と して調べ が よく分かった

る 分 か りや す く た こ とを発 表す る。 ・それ ぞれす ごく時間がかかる とい

発表 す る。 うことが分かった

○水道教 室 を ⑨⑩水道局の人か 水道教室 ・汚い水が きれいになって驚いた

開 き 、 水 道 事 ら水道 の仕事 にっ ◆地域の水道局の人 ・薬を使 ってきれいに しているんだ

業 全 般 に っ い いて教 えて もら う。 か ら直接話を聞 くこ ・山 で は クマ に 会 わ ない よ うに鈴 を

知 る 。 とで、従 事 して い る っけることは初めて知った

人の苦労や願 いに触

れ るこ とがで きる。

○ 給 水 所 を 見 ⑪葛西給水所見学 ◆身近な地域 にある ・近 くにあ るなんて知 らなか った
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学 し 、 そ の 役 施設 を見学すること ・誰 もいな い の に ど うや って 動 か し

割 や 人 々 の エ で、水道事業への関 ているのだろ う

夫や努 力を知 心 を深 める。

る 。

○水の旅 をま ⑫ 水源林 か ら蛇 口 水の旅 ・きれいな水を作 るた めにた くさん

と め る 。 までの各施 設につ ◆4枚 の 学習 シー ト の人が協力 し合っているんだな

い て 、友 だ ちの 発 をつ なげ 、 た く さん ・山 か らの水 は 、 ダ ム 、浄 水 場 、給

表や 水道 教室、給 の施設を通って くる 水所を通って届 くんだ

水所 見学 な どで分 こ とや 、従 事 してい ・水の旅は長いな

か っ た こ とを ま と る人々の努力で水が

め水 の旅 を完成 す 作 られている ことを

る 。 明 らか にす る。

ま ○ 水道事業や ⑬ 代 表者が 、各施 5枚 のパネル ・きれ い な 水 を 作 るた め に
、 た く さ

それ に従事 設(給 水所 ・浄水 地図、主な仕事の図 んの人が協力している

と して い る人 所 ・ダム ・水源 林) 水 道局のヘ ル メ ッ ト ・努力 とお金 がす ごくかかるのを知

人 の働 き を で働 く人 と して 発 ◆水道局の人の話を った

め 理 解 す る。 表 し、 そ れ を 聞 い 聞 く場 を設定 し、従 ・水のために家が沈んだ所 があるの

て水道局 の仕事 に 事 してい る人の願 い で、水は大切に しようと思 う

る 対 する 自分の思 い に共感 させ る。

を書 く。

深 ○ これか らの ⑭水を大切にする 各家庭の実践調査 ・水を出 したままに しない

め 水のよ りよい た めの取 り組 み を 節水シール ・汚れた皿をふいてか ら洗お う

る 使 い方を考 え 話 し合 う。 ◆全校児童に節水を ・お風 呂の水を洗濯に使お う

る 。 節水大作戦 意識づ け る。 ・雨水をためて使っている

(6)考 察

「水 を大切に したい」 とい う児童を育てるために、水道事業に携 わる人 々の思いや願

いにふれ る構成が、効 果的 であった と考える。授業後の協議会で、水 に対す る切実感 を

もたせ る工夫が不足 していたのではないか とい う指摘 があった。 しか し、子 どもたちは

水道教室や 、水の科学館 、給水所 の見学等水道局の人 に直接 話を聞 くこ とで、 さらに新

たな事実や水道局の人 が努力 していることなどを知 り、驚 きを感 じていた。 また、水源

林か ら蛇 口までを 〈水の旅〉にま とめ、最後 に各施設 で働 く人 として発表 したこ とによ

り、た くさんの人が、大変な思い を して水 を送っていることに気付 き、水を大切 に しな

くてはいけない と考 える様子が見 られた。 この よ うに、 自分たちには見えない ところで

努力 している人がいることに 目を向け させた結果 、その人たちのおかげで、健康 な生活

ができてい ることに気付かせ ることができた。 また、事業に携わ る人々の思いや願いに

ふれ る構成は、電気、ガスの確保や廃棄物の処理 にっいて学習す る際に も有効 であると

思われ る。
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〈水 の旅一部分〉
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7研 究の成果 と課題

(1)成 果

○ 単元 ごとに基礎 ・基本 を分析 し、 「教材構成 までの流れ」の表にま とめるこ とで 、「考

え させ る こと」 「調べ させ るこ と」 「学習 の仕 方」が明 らかに な り、重 要事項 を落 とす

ことな く教材構成 をす ることがで きた。

○ 地域教材 を構成 してい く際、学習課題 を 「つかむ」 までの時間にゆ とりをもたせ ると

ともにその方法 を大切にす るよ うになった。

簡単 に資料 を見て学習課題 を考 えるのではなく、インタ ビューを した り、地域 を探 る

な どの体験 を し、それ をま とめた り、話 し合 った りしなが ら、学習課題 が作 られ てい く

よ うに した。 また、中学年の社会科 は1単 元 が長期に渡 るため、学習過程 の区切 りご と

に最初の課題 に立 ち戻 るよ うに心が けた。その結果 、最後 まで追 究意欲が持続 した。

○ 社会的事象 の理解には、人々の願 い と関連付け ることが効果的であった。

た とえば、買い物 をす る側の願 いに気付 くこ とで見学の視点づ く りや売 る側 の工夫 を

ま とめる視点が明確 になった。 また、水道事業に携わ る人の願 いに触れ ることで多 くの

時間 ・費用 ・苦労を経 て届いた ことに気付 き、水を大切 に しよ うとい う様子が見 られた。

○ 具体的 に子 どもの姿をイメー ジす ることで、活動内容が よ り児童の実態に添 うもの と

なった。 また、子 どもの実態 と授業者 の認識 とのずれ も明 らかにな り、学習計画の修 正

な ど適切 な対応が可能 となった。

(2)課 題'

● 一人一人 の子 どもへ の具体的な支援 が不十分であった。

期待す る子 どもの姿 と実際 の反応にずれが あった場合 の一人一人へ の支援が不足 して

いた。

●4年 生の内容(6)で 取 り上げる伝統的 な工業な どの地場産業の盛 んな地域や近代工

業 が集 まっている地域の学習を通 して、東京都の特色を考 えること、地域社会 に対す る

誇 りや愛情 を育 てることに有効 な教材 が選定 しきれ なかった。
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〈5年 分科会〉

「児童が これか らの産業や国土に対 して

自分の考えをもつ ことができる教材開発 と構成の工夫」

1主 題 設定の理 由

第5学 年社会科では、学習の対象が身近 な地域 か ら我が国の産業や 国土 に大き く広が る。

この社会的事象 と自分 との物理的な距離 の広が りは、心理的な距離 も広げ、児童 が切実感 を

もって課題 を追究す ることが難 しくなってくる傾向 をもた らす。 しか し、学習指導要領 にお

いては 「国民生活 を支 えている産業の役割」な ど事象のもつ意味や事象相互の関連性 な どに

気付 くことが・社会科における基礎 ・基本の一つ として掲げ られてい る。 そのた めに、 これ

か らの社会科学習では、単な る資料 の読み取 りや事実認識だけにな らないよ う、児童一人一

人が社会的事象 をよ り身近に感 じ、こだわ りをもって課題 を追究 して、その意味 を考 えてい

く学習が求 め られ る。

自分の考 えをもっ とい うことは、その事象に対 して 自分な りの意 味付 けや価値付 けを行 う

ことであ り、児童が社会的事象 を自分の価値体系の中に取 り入れる とい うことである
。 さら

に、 日本の産業や国土の未 来に対 しての 自分な りの考えや展望を もつ とい うこ とが、 自分た

ちのカで 自分たちの未来を切 り開いていこ うとす る意欲 につながる。 これ は、今、求め られ

ている 「生きる力」に通 じるものである。

そ こで、本分科会では 「考 える力」 を全体 主題でい う社会科 に求め られてい る基礎 ・基本

に通 じる大切 な能力 ととらえ、研 究の中心に据 えた。切実感 をもって考 えさせ ることで、「国

民生活を支 えている産業の意味」な ど事象の背景にある意味や関連性 などに気付 くことがで

き、社会科 の基礎 ・基本の定着につなが るもの と考えた。さらに 「これか らの 日本の未来像」

を考える ことが、主体的 に事象 とかかわってい く姿勢 を育て ることにな り、「生 きる力」を

育成す ることにつながっていくもの と考 えた。

以上の考えか ら、本分科会研 究主題 を 「児童が これ か らの産業や国土に対 して自分の考 え

をもっ ことができる教材開発 と構成 の工夫」 と設定 し、研究に取 り組 んできた。

2研 究の内容

社会的事象 をよ り身近 に感 じ、未来に向かって産業 ・国土に対 して 自分の考 えをもて るよ

うにす るために、 自分 自身 の考 える 「立場(視 点)」 を明確 に して、こだわ りを もって課題

を追究 してい くことが有効である。 そのた めに5年 分科 会では、 こだわ りを もって課題 を追

究 し、 自分の考えをもつ ことがで きる教材の開発 と構成 を行った。

(1)自 分の考 えをもたせ るための教材開発の観点

児童一人一人が 自分の立場を決め、 こだわ りを もった課題追究を し、 自分の考えをも

っ ことができる教材 を開発 するために、以下の5つ の観点 を考えた。

この5つ の観点 をもとに、各単元 にお ける基礎 ・基本 の重点化 を図 り、立場 を設定す

る。 そ して、調べ学習や提言の発表会 を通 して、多様 な価値観 に触れ ることによ り、お

互 いの立場 のよい点や 問題点 を理解 し、それぞれの立場の考えを新たな 自分 の考 えと し

て取 り入れ るこ とができると考えた。
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《 教 材 開 発 の5つ の 観 点 》

ア 身近 な教材 一人一人の課題 を具体的に設定
す るこ とがで きるよ うな身近 な教材

イ 調和 のある考 え 産業 ・国土 に対 して調和の
取れた考 えを導 き出す ことがで きるよ うな教材

基礎 ・基本の 重点化

/
どの 立場か ら追究 して も産業 ・国土の姿が見
え、わた した ちの生活 を支 える大切 ものである
ことが分 かる。

立場 立 場立 場ウ 思考の ゆさぶ り 課題追究の過程で児童の思
考 をゆ さぶ るこ とが できるよ うな教材 〉
追究 したものが比較検討 しやす く、 どの立場
も大切 である ことに気付 き、様 々な値観 を自分
の考 えに取 り入れやす い。 課 題 追 究

工 取材活動 身近な調査 ・取材活動を取 り入れ

なが ら課題の追究がで きるよ うな教材 ■

産業 ・国土の未来像
オ 未来像 産業 ・国土 に対 しての未来像 を考え
るこ とができるよ うな教材 /

◎水産業単元での具体例
・「とる漁業」 と 「育て る漁 業」に立場 を設定す る。

ア 身近 な教材 とる漁業 と育て る漁業の どち ら
の立場 の水産物 もスーパー の店先や食卓に並び、
消費者 として具体的 なかかわ りが あるので、課
題意識 を もつ こ とが でき、追究 しやすい。
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オ 未来像 水産業の発展 には、お互いの調和 と
自然 との共存 が大切 なことに気付 く。

環境保全をふまえた水産業

育て る漁 業

環境 を守 りなが ら、お互 いに
調和 させ 、水 産業 を発展 させ
てほ しい

(2)自 分の考えをもつことができる教材構成の工夫

① 自分 の考えを もっ ことができる教材 を構成す るために、以下の4っ の手立てを考 えた。

ア 基礎 ・基本 の重点化をす る

学習指導要領 の 目標 内容 をもとに、 どの具体的事例を選択 して も児童が社会的事象 を

身近に とらえ、 自分の考えを もっ ことができるよ うに、各単元でめ ざす基礎 ・基本 を明

らか に して、 重 点化 を図 る。

1イ 共通学習課題を設定する1

どの単元においても 「これ か らの～は どの ようにな っていけばいいのであろ うか」 と

い う日本 の未来を考える学習課題 を設定す る。 これ によ り、 これか らの産業 ・国土に対

して他 人 ご とで は な く、 自分 自身 の課 題 と して と らえ る こ とが で き、産 業 ・国 土 を 自分

との かか わ りの 中 で考 え る こ とが で き る。

11



1ウ 課題追究す る立場 を選択 させ る1

重点化 した基礎 ・基本 を もとに、設定 した立場 に関する様々な資料や情報を分析 し、

児童に立場を選択す る上で必要な事実を認識 させ ることで、児童一人一人が明確 な根拠

を もとに自分 の立場 を選択す ることができる。 なぜその立場 を選 んだのかを 自分 の言葉

で表現す ることができれば、そ こか ら導 き出 され る課題 は児童に とって、こだわ りの あ

るもの とな り、主体的に追究 してい くことができる。 その立場は、 どれが正 しいか とい

う価値判断のできない ものを設定する。 これによ り、異なる立場の意 見を聞 く際 、 どの

立揚 も未来に必要であることに気付 くことができる。

【工 考 えを比較 して、思考をゆ さぶる1

児童 の興味 ・関心だ けで課題 を追究 してい くと思考は広範囲 にわた り、観点の違 う友

だ ちの考えと自分の考 えとの関連性が見つ けに くいことがある。 しか し、自分の立場 を

明確に して追究 してい くことで、課題 追究の過程で異な る立場の考え と比較検討 しやす

く、友だちの考 えを認 めて、 自分の中に取 り入れるこ とができる。

本分科会では、 自分 の考 えを表現す ることを 「提言」 とした。 これはデ ィベー トのよ

うにどち らが正 しいか とい う自分 の立場を固持す る討論 をするた めの ものではな く、異

な る立場 か らの意見を聞 き、思考が ゆさぶ られてい く中で、 自分の考えを深 めてい くた

めの ものである。それによ り、主観 のみ にとらわれ ることなく、様々な考 えを取 り入れ、

調和の取れた考 えをもっ ことができる。

②5っ の観点 をもとに開発 した教材 を未来 に向かっての 「提言」 として考えが深め られ

るよ うに、上記の4つ の手立てに即 して構成 を した。

〈工業単元の具体例 〉

貿 易や 運輸 は工業 生産 を支 えてい る

日本の 工業 の種類 や分 布 の特徴
日本 の 工業 の盛 んな地 域 の特徴

工業 は国 民の 生活 を支 え る重要 な役割 を果 た して いる
〈重点化 〉

一

一

一

一

金 属

機 械

石油化学

目然環境 に配 慮 しな が ら生 産 され てい る
食料品

i
「これ か らの 日本 の工 業は どの よ うにな ってい けば よいの だ ろ うか」1

1

〈立場 を決 め るため の事 実認 識 〉

目本 の工 業の 特色 が分 か る0工業生 産 に従事 してい る人々 の工夫や 努 力が分 か る

工 業 を支 える貿 易や 運輸 の はた らきが 分か る

I

ll
輪 入 に力 を入れ て い く と
日本 の工業 は発展 す る

= 輸 出 に力 を入 れ てい くと
日本 の工 業 は発展 す る、

1 誓

{提 言1置

1提 言1

課
題
追
究

1提 言li

l提 言 【

1、 r一ッ1
1提 、 ＼勺 〆 ∠ 言1

[れ か ・の工業とそれを支える賜 ・ついて考 え司1
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(3)研 究構 想 図

教育改革の流れ
・豊かな人間性や社会

性、国際社会 に生 きる

日本人 としての 自覚の

育成
・自ら学び、自 ら考 える

力の育成
・基礎 ・基本の確実な定

着お よび個性 を生かす

教育の充実
・特色ある学校づ くり

・生 きる力の育成

全体研究主題

社会科学習にお ける基礎 ・基本 の確実な

定着 を図る教材 の開発 と構成

社会科教育の課題
・調べる社会科か ら考え

る社会科へ
・指導内容 の厳選 と選択

・基礎 ・基本の定着

第5学 年分科会研究主題

児童が これか らの産業や 国土に対 して自分の考

えを もつ ことができる教材の開発 と構成の工夫

研究のね らい

産業や国士の学習にお ける基礎 ・基本 を明 らかに

し、児童が将来に向けての自分の 考えをもつ ことが

で きる教材の開発 と構成を行 う。

児童 の姿
・調べ る活動に意欲的

に取 り組む。
・体験的な活動 に意欲

的に取 り組む。
・情報収集の仕 方が多

様である。
・グループ活動を好む

反面、話 し合 い活動

の仕方が十分 に身 に

付いていない。
・社会的事象の意味や

働 きを自ら考 える経

験が不足 している。
・学習内容をあま り身

近に感 じていない。

研究の仮説

基礎 ・基本 を重点化 し、一人一人の立場をはっき り

と決 めて追究す ることがで きる ような教材 の開発と構

成 を行 えば、社会的事象を より身近に感 じ、 これか ら

の産業 ・国土の在 り方に対 して 自分の考えを もつこと

がで きるよ うになる。

学習指導要領

社会科

第5学 年の目標 ・内容

研究の内容

①教材開発の観点

○児童が我が国の産業や国 土に対 して、

自分の考 えをもつ ことが できる教材 で

あるか以下5つ の観点か ら分析する。

ア 身近 な教材 一人一人の課

題を具体的 に設定す ることがで

きるよ うな身近 な教材

イ 調和 のある考え 産業 ・国

土に対 して調和の取れた考えを

導き出す ことができるよ うな教

材

ウ 思考 のゆ さぶ り 課題追 究

の過程 で児童の思考 をゆ さぶ る

ことができるよ うな教材

工 取材 活動 身 近な調査 ・取

材活動 を取 り入れ なが ら課題の

追究ができるよ うな教材

オ 未 来像 産業 ・国土に対 し

ての未来像を考えることがで き

るよ うな教材

②教材構成 の工夫

○①で決まった教材 に以

下4つ の手立てで教材

を構成す る。

ア基礎 ・基本の重点化

をする

イ共通学習課題の設定

をする

ウ課題を追究す る立場

を選択 させ る

工考えを比較 して、思

考をゆさぶ る

③指導計画の作成

○① ・② をもとに指導計画

を作成する。

④授 業 の 実 践

⑤検証

○児童の姿を通 して授業の分析 をする。
・ワー クシー ト・発言 ・ノー ト・作品

・授業への参加の様子等か ら

○授業改善に向けて検討する。

育てたい児童像

社会的事象を身近に感 じ、これか らの産業 ・国土に対 して

自分の考えをもてる子
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3実 践事例

(1)単 元 名 わた した ちの生 活 と工業生産

(2)単 元の 目標

○わ た した ちの生活 は様 々な工業 製品 に よって支 え られてお り、我 が国 の工業 生産

は国民生活 を支 え る重要 な役割 を果た している ことを考 える ことが できる。

○我 が国 の各種 の工業 生産や 工業 地域 の分布 な どを調べ 、 工業生産 の現状 や特色 を

と ら え られ る。

○工 業生 産に従事 してい る人 々の工夫や努 力 を、工業 生産 とそれ を支 える貿易 か ら

調 べ、これ か らの工業 につ いて 自分 な りの考 えを導 き 「提言」を出す ことがで きる。

(3)学 習計画 と指導 の実 際

主な学習活動の流れ

全体の学習問題

こ れ か ら の 日 本 の

◎教材分析の結果○考えさせるための視点

ll→ 研究主題 との関連

工 業 は ど の よ う に な っ て い け ば よ い の か 考 え よ う 冒

工業製品があるとわたしたちの生活にどのような変化

があるのか考えてみよう!

日本の工業の特色を調べよう!

工業の種類 工業の盛んな地域

加 工 貿 易

自動車生産の仕組み と働 く人々の工夫や努力

日本の工業が発展していくためには

どのようにしていけばよいのか

立場を決めて考えよう!

『輸入に力を入

れていこう』派 工業製品
『輸出にカを入

れていこう』派

輸入にカを入れると工業

は発達していくと思う

輸出にカを入れると工業

は発達していくと思う

◎身近な工業製品とかかわることで、工業製品を使ってい

る立場から考えることができる。工業製品がわた したちの

生活を支えていることを考えることで、国民生活にとって

工業が重要な産業であるということに気付かせることがで

きる。

○取材 ・調査の視点→身の回 りにある工業製品の使い道 ・

自分たちの生活への影響

○話 し合いの視点→工業製品がわたしたちの生活にどのよ

うな影響を与えたのか

◎ 日本の工業の特色を理解することは、日本の工業生産の

現状を理解することにつながる。

○追究の視点→ 日本の工業の種類、工業のさかんな地域、

工業生産の仕組みなど

◎自動車ができあがるまでを追究することで、日本の工業

が中小工場によって支えられていること、流れ作業、開発

の努力など日本の工業の姿を見っめることができる。

○追究の視点→自動車ができあがるまでの生産過程やその

中での人々の工夫や努力

○考えさせる視点→自動車ができあがる前の原材料の確保

や、生産過程

学習指導要領の目標 ・内容をもとに具体的事例として自

動車工業を選択 し、基礎 ・基本の重点化を図 り、工業生

産の概要や人々の工夫や努力を学習する。

◎工業製品の原材料の確保から生産過程、製品の行き先ま

でを工業として考えることで、日本の工業は貿易によって

支えられ発展 していることに気付くことができる。

○考えさせる視点→ これからの工業の在り方、工業を支え

る貿易、輸出 ・輸入

工業生産を貿易 と関連させて考え、こだわ りをもった課

題追究を行 うために、「輸入 ・輸出」の異なる立場を決

めて課題追究を行 う。

◎輸出 ・輸入それぞれの立場に立って追究することで視点

が明確にな り、輸入 ・輸出の立場で工業がどのようになっ

ていけばよいのか考えることができる。

O追 究の視点→輸出 ・輸入それぞれの立場からの日本の工

業の在り方
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輸入派 ・輸出派、調べたことをもとにして意見交換会

を開こう!

これから日本の工業が発展するためにはどのようにし

ていけばよいのか提言しよう!

◎個人で追究したことを意見交換することで、考えの補足

や今後の提言へ向けての見通 しをもつことができる。

○意見交換を行 う視点→輸入 ・輸出の立場からの日本の工

業の在 り方

お互いの立場から意見交換を行ったり、思考をゆさぶる

資料や産業に携わる人 ・消費者などの話を取 り入れた り

することで、これからの工業に対する具体的な考えを深

めていく。

◎追究したことを提言として表す ことで、事実をもとにし

た考えを導き出す ことができ、社会的事象をより身近に感

じることができる。

○提言する視点一→輸入 ・輸出のそれぞれの立場に立った日

本の工業の在 り方

これからの工業に対 して考えたことを提言 という形で具

体的に自分の言葉で表現 し、社会的事象の意味について

考える。

◎工業を通して環境について考えることで、工業生産の過

程における環境への配慮や工業製品が環境に与える影響を

考えることができる。

○考える視点→工業生産の過程や工業製品が環境に与える

影響

(4)実 践の考察

本実践 にお いて 「これか らの工業 は どのよ うになっていけ ばよいのか考 え よ う!」

とい う共 通学習課題 に対 して 「輸入 」・「輸 出」 とい う2つ の 立場 を決 めて課題 追 究

を行い、 自分 の考えを提 言と して導 き出 した。

これか らの工業 の在 り方 について考 えるため に、導 入段階 で 日本の 工業 の現状や

特色 を基礎 的事 項 として理解 した ことで、 「輸入 」・「輸 出」 とい う2つ の 立場 の ど

ち らか を選択す る際 に根 拠 をもって決 めるこ とがで きていた。

2っ の立場 を追 究 してい く段 階 にお いては、 立場 を決 めて追 究 して い くこ とで、

「日本 は資源 の少 ない国であ るか ら、輸入 に力 を入れ ていか ない と工業製 品 をつ く

り出す こ とがで きない」 とい う意 見や 「日本 の 工業製 品の品質 の高 さを もっ と輸 出

でア ピール してい くことで、 これ か らの 工業は もっ と発展 してい く と思 う」 とい う

よ うな考 えを もつ ことがで き、学習課題 に対 す る 自分 の深い考 え を導 き出す こ とが

できた。

視点 を明確 に して、2っ の立場 か ら意見交換 を行 うこ とで、 「輸入 に力 を入れ て

工業製品 をつ くって も、輸 出に も力 を入れ てい かなけれ ば発展 は していか ない」 と

い う意 見や 「輸 出に力 を入れ てい くた めには、資源や 材料 を輸 入 に頼 らな けれ ばな

らない」 とい うよ うな意見が 出 され るな ど、互 いの考 えを比べ て必 要な部分 を 自分

の考えに取 り込み、思考が深 まっていった。

自分 の考 えを 「提言」 と して導 き出 した こ とで、追究 して考 えた ことを具体 的に

表 す こ とが で き、社会的 事象 を 自分 の こ とと して と らえ るこ とが で きた。 「輸入 し

す ぎて もよ くな い し、輸出 しす ぎて もよ くない。 これか らはバ ランス を とって環 境

の問題 も考 えて いかな けれ ばな らない」 とい う意 見の よ うに、未来 の工業 の在 り方

を考える ことがで きてい た。
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4研 究の成果 と課題

(1)研 究の成果

児童 が こだ わ り

を もっ て課題 追

究 しな が ら、 自

分 の 考 え を もつ

こ とが で きた。

児 童 が友 だ ちの

意 見 と比 較 しな

が ら自分 の考 え

を深 めていった。

(2)研 究の課題

基礎 ・基本 に迫

る「立場」の検討

個に応 じた支援

一 人一 人 に応 じ

た追究のあ り方

多様な提言方法

の工夫

① 単元 ごとに基礎 ・基本 の重点化 を図 り、子 どもた ちに理解 させたい

社会的事象 を精選 したことで、事実認識が深 まるよ うに教材 を構成 し、

具体的な指導計画を立案す ることができた。

② 「これ か らの○○ は どうなってい く とよいか?」 とい う学習課題 と

主発 問を行 うことによ り、社会的事象 を人 ごとではな く、 自分の こと

として とらえ、自分 とのかかわ りの中で考えよ うとする姿 が見 られ た。

③ 一人一人 が根拠 をもって選択 した立場か ら課題 を導 き出 したため、

追 究 してい く視点 が明確 にな り、 よ り主体的 に調べ、具体的に考 える

ことができるよ うになった。

④ 設定す る立場 の数 を絞 ったこ とで共通の課題 に対 して互いの立場か

ら意見 を述べ ても比較 ・検討 しやす く、更 に深い考 えをもっ ことがで

きた。

⑤ 視点 を明確 に して、異 なる立場か ら意見交換 を行 うことに よって、

話 し合 いの論点が整理 され、互いの考 えを比べた り、 自分の中 に取 り

込んだ りす ることが容易にな り、思考が深 まった。

⑥ 将来 に向けての 「提言」 を児童一人一人が 自分の言葉や 思いで表現

す るこ とによ り、社会的事象 をよ り身近に感 じ、 自分 とのかかわ りの

中で考 え られるよ うになった。

① 単元 ごとに重点化 した基礎 ・基本 に迫 る 「立場」には、本研 究 にお

いて提案 した もの以外に どの よ うな ものがあ り、 どの よ うな 「提言」

に結びつ けてい くのか、 さらに検討 が必要である。

② 「立場」 を選択 させ る前に、根拠 とな る情報や 資料 を どの程度提示

していけばいいのか、一人一人に応 じた支援 の工夫が必要である。

③ 課題 を追究 してい く過 程で 自分 の立場 ばか りこだわ らず 、異な る立

場 の多 くの考 えが融合調 和 して 、「提言」 と してバ ランスの取れ た考

えとな るために、一人一人に応 じた課題 追究の在 り方を工夫す ること

が必要である。

④ 児童 一人一人に提 言をす る対象 を明確 に意識 させ 、様 々な情報機器

を活用 しなが ら 「提言」 を発信 して意 見交換す るな ど、 さらに幅広い

視野で物事をとらえ、 自分の考えを深めていける工夫が必要 である。
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〈第6学 年分科会〉

社会 的事 象 の見方 ・考 え方 を育 て る教材 構成 の 工夫

1主 題設定の理由

21世 紀の新 しい教育は、急速に変化する 日本社会 ・国際社会に適切に対応 してい く人間の

育成 を目指 している。学習指導要領の社会科改訂の趣 旨には 「基礎的 ・基本的な内容 に厳選 し、

学び方や調べ方の学習 、作業的、体験的な学習や 問題解決的な学習な ど」 を大切に し、児童の

「主体的な学習を一層重視する。」 とある。 このことは、社会科 の究極的なね らいである公民

的資質の基礎 を養 うための重要な考え方である。 また、教 育改革の柱 として掲 げられた 「自ら

学び、考える力の育成」、「基礎 ・基本の確実な定着を図 り、個性を生かす教育の充実」を進め

るための具体的な方向性 をも示 しているととらえた。

以上の ことを踏 まえ、従来 の学習内容 ・方法を振 り返ってみ ると、多 くの知識 を得ることが

優先 されがちで、社会的事象 を児童 自らが どのよ うに考えるか とい う観点が薄かったよ うに思

える。社会的事象 を調べ ることが、その意味や働きを知るまでに深ま らず、自分の考えをもっ

までには至 らないことが多かったのではないか と考えた。

これ らの ことを受け、本分科会では基礎 ・基本の考え方について改めて検討 し、以下のよ う

に基礎 ・基本 をとらえることに した。

まず、基礎 ・基本 をその身 に付けさせ方か ら、次のよ うに考えた。

◎繰 り返 し学習などによって、 どの児童にも共通 に身に付 けさせるもの。

◎ 自分 らしいよさを出 し、個性 を伸長 させることによって身に付けさせ るもの。

次に、社会科の能力や態度 における基礎的 ・基本的なカ として以下の5っ の力 を考えた。

○疑問をもつカ○資料 を読むカ○調べる方法 を選択するカ○課題 を追究 してい く力

○ 自分の考えたことを表現するカ

また、この5つ のカを活か して身に付 けた学習指導要領に基づ く知識的な内容を、理解にお

ける基礎 ・基本 と考 えた。 これ ら基礎 ・基本が確実に定着するとい うことは、具体的な社会的

事象 をもとに、児童 自らが発見 した り疑問をもった りして追究す る中で、社会的事象の見方 ・

考え方を身に付けてい くことである。 この見方 ・考え方が基礎 ・基本 の中心であると考えた。

以上の理 由により、本分科会では、「社会的事象の見方 ・考 え方を育てる教材構成の工夫」

を研究主題 として設定 した。

2研 究のね らい

社会科学習における基礎 ・基本を明 らかに し、社会的事象の見方 ・考え方を育てる教材構成

を工夫する。

3研 究の仮説

「一っの事象」か ら社会認識 を深め られる教材構成 を行 えば、児童は社会的事象 を意欲的に

追究 し、社会的事象 に対する見方 ・考え方を身 に付 けることができるようになるだろ う。
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4研 究構想図

教育改革の流れ

・豊かな人間性 と国際性

・自ら学び考える

・基礎 基本 と個性 の重視

・特色 ある学校づ くり

全体研究主題

社会科学習における基礎 ・基本の確実な定着を図る教材

の開発と構成

6年 分科会研究主題

社会的事象の見方 ・考え方を育てる教材構成の工夫

社会科教育の課題
・調べて考える学習の重

視
・指導内容の精選

・基礎 ・基本の定着

研究のねらい

社会科学習における基礎 ・基本を明らかに し,社 会的事

象の見方 ・考え方を育てる教材構成を工夫する

研究の仮説

「一つの事象」から社会認識を深められる教材構成を行

えば,児 童は社会的事象を意欲的に追究し,社 会的事象

に対する見方 ・考え方を身に付けることができるように

なるだろう。

児童の実態
・体験的な活動に積極的

・いろいろな調べ方の経

験のある児童は調べ活

動に積極的に取 り組む
・社会的事象のとらえ方

が表面的

学習指導要領

第6学 年の目標 ・内容

研究の内容

教材構戒
単元のね らい

1
考え方を育てる学習の構想 1社会的なものの見方 ・

一 単元の中では ぐくみたい見方 ・考 え方 一「一つの事象」

一 選ぶための観点 一 一 考え方 一

[歴史学習の中でコ
・興味 ・関心 を引 く ①既習の事象 ・変化への認識

・人の役割への認識

・集団の役割への認識・追究意欲 が生 まれる ②典型的事象

・社会認識を深める ③具体的資料が [政治・国際理解学習の中で]
表す事象 ・国の役割 への認識

・個人への認識
・相互理解、共生への認識

教材分析表作成

↓

1「一っの事象」 の考 え方に基づ く指導計画の作成 】

内容 形態 方法
教科書,資 料集

・人 物 ・全 体 本 既習の知識
・出来事 インターネ ッ ト
・文化財 ・グ ル ー プ ビデオ 噂 既習の見方
・出来事のつなが り 体験

・個 人 聞き取 り ・考 え方

・見 学

亭

社会的事象の意味や働き

↓

授業研究

授業分析
ノー ト等の記述,発 言,作 品

社会的事象 に対す る見方や考え方が育ったか
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5研 究の内容

(1)「 一つの事象」について

本分科会で は、児童が意欲的 に課題 を追究 し、その結果 、社会的事象の見方 ・考え方

が育つ よ うにな るためには どのよ うな学習展 開を した らよいのか を考えた。 それ には、

まず第一 に児童が未知なる社会的事象 に出会 った時 に 「これは何だ ろ う、 ど うなってい

るのだ ろ う」な ど児童 の心 に訴 えるよ うな ものが必要で あ り、 ここか ら追 究的 な学習が

始 まる と考 えた。 これ は、最初 に出会った 「一っ の事象」がその後の学習展 開にお ける

重要な鍵 とな り社会的事象 の見方 ・考え方に大 きく影響す ることになる と考えたか らで

ある。 それでは どのよ うな事象 を選択すれば よいかで あるが、まず何 よ りも児童の 「興

味 ・関心 を引 く」 もの、そ してその後に 「追究意欲が生 まれ る」 ものである と考 えた。

さらに、児童が社会的事象の見方 ・考 え方を身 に付けるためには、 「社会認識 を深め る」

ものが必要であ る。単 に 「お も しろい」 「楽 しい」学習 に終わって はな らないのであ る。

本分科会では以下の3っ を 「一っの事象」 として考 えた。

【既 習 の事 象 】

既習の内容を一っの事象 とし、そこで学んだことを応用 して社会的事象の意味を追究す る。

【典型 的事 象 】

小単元で学んだ典型教材を一つの事象とし、同 じ小単元の他の社会的事象の意味を追究する。

【具 体 的 な資 料 が表 す 事 象 】

ね らいにせまるための要素が含まれた資料の示すことを一つの事象 とし、社会的事象の意味を追究する。

これ らの事象 を単元のね らいに応 じて選択す ることで 「社会的事象の見方 ・考え方 を

育てる教材構成」 の幅が広 がる と考えた。 具体例については内容の(4)で 説明す る。

(2)単 元の 中では ぐくみたい社会的な事象の見方 ・考 え方

6年 生の社会科学習の中で社会的な事象の見方 ・考 え方 を育てていくためにはいくつ

かの重視す る認識 があ ると考 えた。 まず、歴 史学習の中では 「変化 への認識 」 「人 の役

割へ の認識 」 「集団の役割への認 識」である。 この中でも最 も重要 な認識 は 「変化への

認識」 である。世 の中(社 会)と い うものは変化 してい くものだ とい う認識 を育てるこ

とである。次に、変化す るためには入(個 人)が 大 きな役割 を果 た していた ことに対す

る認識 を育てることも重要 である。 また、特定の人(個 人)だ けでな く、集 団が世の中

を変化 させ る大きな役割 を もつ とい う認識 も重要である。 ここでい う個人 とは、信長、

秀吉 とい った特定の人物 であ り、集 団 とは特定の集団 を指す のでな く、多 くの人 々の願

いや社会の動きであると考えてい る。 次に、政治 、国際理解学習 の中では 「国の役割へ

の認識 」 「個人へ の認識 」 「相 互理解 、共生への認識」 が重要な認識で あ る。 一人一人

の人間が生 きていくためには国が どのよ うな役割 を果 た しているか、個 人は どのよ うな

権利や義務 をもってい るか、 また、世界 の中で 日本人 として生 きてい くためには他の国

々 とどの よ うに相互理解 し、共に生きてい くか とい う点 を重視 しなが ら学習 を展開 して

いかな けれ ばな らない と考えた。

本分科会は、 これ らの見方 ・考 え方 を育ててい くために教材構成 を工夫す るこ とが大

切である と考 えた。
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教材分析表(3)

徳川家光と江戸幕府(例)三 人の武将と天下統一

社会的事象

材

視点

長

篠

合
戦

図

肖

像

画

川

柳
9

辞
世

句

洛

中

洛

外

図

南
蛮

図

屏
風

城

や

建

物

の

図

検

地

図

刀

狩

令

生

涯

の

年

表

肖

像

画

ザ
ビ

エ

ル

大

名
配

置

図

参

勤
交

代

図

武

家
諸

法

度

家

光
の

年

表

出

島

の

様

子

キ

リ

ス

ト

の

踏

絵

選ぶため

の観点

興味 ・関心 を引く ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 0 ○ ◎ ◎ ◎

追究意欲が生まれる ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

社

会

認

識

変

貨
認 の
識

政 治 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

技 術
1

◎
.

◎

社会 ・文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

人
の
役

翼
認 の
識

人との関係

1

◎
.

◎ ◎

出来事との関係 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生 き方 ・考え方
.

◎ ◎ ○ ◎ ◎ 0 ○ ○ ○

業 績 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

集
へ 団
の の
認 役
識 割

政治の中心

■

◎ ◎ ◎

民 衆 ○ ○ ○

(◎○は児童の実態や地域の実態に応 じて授業者が判 断する。)

「一つの事象」か ら展開する具体例(点 線枠 を 「一つの事象」 とみ る)

「既習の事象」を一つの事象 と して生かす例

(4)

①

全国支配 を完成 し260年 間も幕府 を維持 した徳川氏

鎌倉幕府の例 鎌倉幕府 …約140年 間 江戸幕府 はとにか く長い

ための資料〉

、'

鮪 幕府と江戸幕府の違いはどこにあるのだろう1

v〈 調 べ る

今 までの ノー ト記録

執権 と御 家 人 との会話

(ビデオ)

将軍⇔御家人 その後 執権⇔御家 人

施策 として ・守護地頭 の設置
・御成敗式 目の制定

鎌倉幕府

教科書、資料集

将軍 と諸大名の謁見

(ビデ オ と絵 図)

将 軍⇔ 諸 大名(幕 藩 体制)

施 策 と して ・大 名 配置(親 藩 、譜 代 、 外様)
・武 家 諸 法度 ・一国 一城 ・天 下普 請 ・転 封

・重 要 地 の直 接 支 配 ・キ リス ト教禁 止 ・鎖 国 令

江戸幕府

鎌倉幕府 と江戸幕府 の支配の様 子を対比 し、江戸幕府 の権力維持 の理由 を整理す る
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② 「典型的事象」を一つの事象 として生かす例

〈雪舟の墨絵 の印象を話 し合 う〉

・白と黒 の濃淡だけで描いているんだ、細かいな、迫 力があるな、きれいだな

〈課題 を作る〉

・誰が描 いたのか、いつ頃の絵 だろ う、 どんな人かな、 どうやって描 くのだ ろ う

〈雪舟 とい う人物 について調べ る〉

・生い立ち、経歴 、作 品など

〈雪舟の絵 を模 写す る〉

・墨絵 の方法 を知 る、丹念 に模 写す る

課題 につ いての 自分 の考 えを書 く

雪舟 と墨絵 の学習で学んだ社会的事象 の見方 ・考え方 を生か して、室町文化 について調

べる。

茶 の湯、生 け花、能、狂言 な どの室町文化

③ 「具体的な資料が表す事象」 を一つの事象 と して生かす例

ll長 篠の合戦図ll
・誰 と誰が戦っているのか、左右 の人数が違 うな、戦い方 が違 うな、

どこで戦 ってい るのだ ろ う、 この戦いは ど うなったのだろ う

〈課題 を作 る〉 三人 の武将は どのよ うに して天下 を統一 していったのだろ う

〈三人の武将につ いて話 し合 う〉

・肖像画、ホ トトギスの川柳、辞世の言葉…三人の武将の人柄 、正確な どを知 る

〈三人の武将につ いて詳 しく調べ る〉

・織 田信長、豊 臣秀吉、徳川家康の うち、調べたい人物 を選び、個人で詳 しく調べ 、新

聞にま とめ る

調べた人物 ごとの グループに分かれ てそ の人物 が天 下統一に対 して

果た した役割 を話 し合 い、他の グループ に伝える

三人の武将 が天下統一に対 して果た した役割について 自分の考えを書 く
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6実 践事例 「長 く続 いた戦争 と戦後の 日本」

(1)小 単元のね らい

昭和の時代の戦 中 ・戦後 の主なで きごとを調べ 、戦後 日本 は民主的な国家 として出

発 し、国民生活 が向上 し、国際社会の中で重要な役割 を果た して きた ことが分か る。

(2)学 習指導計画 と授業の実際

時 ね らい 主な学習活動 ・内容 留 意点([])・ 学 習 資 料(◆) 児童の反応

1 戦中 ・戦後の 02枚 の写真を見て, ◆写真 「小学校の軍事訓練」 「青 1軍 事訓練1 圏
小学生の授業 当時の様子 を読み取 空教室」 [表情]

写 真から,当 る 。 口写真は掲示用に大きく拡大する ・け わ しい ・楽 しそ う

時の世の中の ロ子どもの年齢に注目し,親 近感 ・か た い ・うれ しそ う

様子に関心を を も て る よ うに す る。 ・ 真 剣 ・お だ や か

も ち,調 べ て ◆ ワー ク シー ト 「子 ど もの つ ぶ や ・こわ い ・い き い き

いこうとする ○写真の子どものつぶ き」 [つぶやき]

意欲をもつ. や き声 を考 え,ワ ー ク 口初めてなので書けない子どもも ・今度は勝つ ・み ん な外 だ け ど,

シー トに 記 入 し,発 表 いる。書けない子どもは無理に書 ・や って や る 授業ができる

す る。 か せ な い。 ・戦争に勝ちたい ・幸 せ だ

◆年表(教 科書) ・戦争が早く終わ ・平 和 だ な

○子どもたちの表情の 口2枚 の写真の撮影 された年をも って ほ しい ・勉強はおも しろ

理由を考える。 と に,年 表 で 「日中 戦 争 」 「太 平 いな

洋戦争」が行われた事実を確認す [世の中の様子(予 想)]

る 。 ・戦 争 を して い た 。 ・戦争が終わって

○写真の時代がどんな ◆補助資料(写 真) ・戦争でいそがし 勉強できる

世の中だったのか予想 【日中戦争 ・太平洋戦争中】 い ・平 和

す る、 「日本語教育」「戦争へ行 くお父 ・戦争でつらい ・戦争に負けた

[日 中 戦 争 ・ さ ん 」「疎 開 風 景 」 「軍 需 工場 」「米 [学習感想]

太平洋戦争] の配給」「広島原爆 ドーム周辺」 ・戦争中と戦争後の子どもたちの表情が

[戦後の日本] 【戦後1 変 わ っ て い た。

「日本 の こ うふ く」 「日本 国 憲 法 ・戦争の時は子どもも大変だったのかあ

○補助資料の写真を分 公布記念祝賀会」「楽 しい給食」 と思 っ た。

類 し,戦 中と戦後の世 「国際連合のスター ト」「新幹線 ・何で戦争を したのか。

の中の様子を知る. の 開通」「東京オリンピック開会 ・なぜ ,子 どもが銃を持っているのだろ

式」「墨塗 り教科書」 う。

戦争をしていたころは,ど んな世の中だったのだろう

戦後,日 本はどのように変わったのだろう

・戦 争 中 は ,子 ど も も 訓練 して い た 。

・子 ど も も戦 争 に 出 た の か。

2 太平洋戦争の ○戦争のきっかけにつ ロ太平洋戦争では,ど この国とど 〔ワ ー ク シー ト記 述]
・ ころの世の中 い て 話 し合 う。 のようなことをきっかけに戦った ・日本は中国の近くくらいで しか戦争を

3 に つい て,写 ○第二次大戦中の世の の か を話 し合 う。 していないと思ったけど,こ んなにたく

4 真資料から調 中 に つ い て 調 べ る。 口どのような内容を調べるかの手 さんの所で戦争 していた。
9 べ る 。 〈共通の内容で〉 がか りとして前時に分類した戦中 ・戦場になった国の人々は戦争中どうし

5 ☆ フ ィ リ ピ ンで の 日本 の写真資料を提示する。 て い た の か。

語 教育の写真 をもと ◆写真資料 「日本語の教育(フ ィ ・戦場になった国はた くさん被害を受け

に,戦 場になった範囲 リ ピン)」 「疎 開 風 景 」 「戦 争 へ 行 た と思います。

や亡くなった人の数に くお父 さん」 「米の配給」「軍需 ・戦争はこんなに多くの人を殺 してしま

つ い て 話 し合 う、, 工場」「戦争の訓練」「沖縄戦」「広 うから絶対にもうやってほ しくない。

[戦場になった範囲(国 島原爆 ドーム周辺」 ・軍人は,ほ とんど戦いに行って日本に
・地 域)] ◆ ワー ク シー ト 「戦 場 に な った 範 帰ってこれたのかな と思った。

[戦争で亡くなった人 囲」「戦争でなくなった人の数」 ・自分も中学生になったら他の国の言葉

の数] を習 うけど,こ の子たちはちょっとちが

う気持ちで教わっていると思 う。

〈個人の選択内容で〉 口個人で写真資料などを追究する ・戦 争 一 色 だ っ た なん て ,か な りス トレ

[中国進出] 形 で,調 べ る。 スがたまったん じゃないかと思った。

[学童疎開] ◆ ワー ク シー ト(フ リー ス タイ ル) ・日本は勝手 しすぎで中国のせいに し

[軍需工場化 した学校] [コ祖父母等に聞き取 りが可能な子 た。 中 国 も ち ょ っ と か わ い そ う。

[米の配給 ・食糧事情コ ど も は,聞 き 取 り して 調 べ る よ う ・なぜ,日 本軍は罪 もない中国の人々を

[原爆〕など に指導する, た くさん殺 したのか。

○友達の調べたことを 口個人で調べたことを掲示 し,そ

・今は何でもあるけど,食 べ物や水 さえ

ないなんて,苦 しい思いを していたんだ。

見 て,自 分 の 調 べ な か の うちの何点かを学習資料として ・自由が制限されてしかも集団行動なん

22



T

ったことがらや友達の 配 布 す る。 て,私 はいやだと思 う。今は自由があっ

感想を知る。 ◆写真 「小学校の軍事訓練」 ていい時代になったなあと思 う。

○軍事訓練の写真を再 ◆ ワー クシー ト 「子 どもの っぶ や ・お 父 さん が 戦 争 に 行 っ て しま っ た ら,

び見て,つ ぶやき声を き」 大変だなあと思った。

考 え る。 第1時 の ワー ク シー トに再 度,記 ・なぜ人々をこんなに殺すものを作った

入 す る。 の だ ろ う。

6 戦後の日本の ○墨塗 り教科 書を見 ◆墨塗 り教科書 [発言]
■ 世の中の変化 て,な ぜ こ の よ うな こ ◆資料「墨塗り教科書の1ペ ージ」 ・なぜ ,墨 で 塗 りっ ぶ したの だ ろ う。

7 に つ い て,写 とを したのか話 し合 口戦後の日本が大きく変わったこ [ワ ー ク シー ト記 述]

8 真資料から調 う 。 とを墨塗 り教科書をきっかけにと ・9つ もの改革を行った。改革で生活が

べ る 。 らえ,そ の 他 に どの よ うな こ とが すごく楽になった。 この改革で人々は笑

○ 「日本 の こ うふ く」 変わったかを考える。 顔を取り戻したのではないかと思う。
の写真資料をもとに戦 ◆写真資料 「日本のこうふく」 ・もうみんな日本の人は戦争に興味がな

後の新 しい改革にっい ◆ ワー ク シー ト 「戦 後 の 新 しい 改 く な っ た と思 う。

て 調 べ る。 革 」 ・この資料を見ていたら,だ いぶ今に近

〈共通の内容で〉 口第1時 に分類した戦後の写真資 ついてきたなと思った。

[戦後の新 しい改革] 料 を提示 し,戦 後の世の中の変化 ・当時の子 どもたちは学校で給食が食べ

○第1時 の写真をさら について意識できるようにする。 られることはうれしいことなんだなと思

に分類し,戦 後の世の ◆写真資料 「日本国憲法公布記念 っ た 。

中の変化にっいて考え 祝賀会」「楽 しい給食」「国際連 ・こ の 日本 国憲 法 が あ るか ら ,今,こ う

る 。 合 の ス タ ー ト」 「新 幹 線 の 開 通 」 い う風に生活ができるのかなと思った。

「東 京 オ リン ピ ッ ク開 会 式 」 ・日本は産業をだんだん発展 させてい

る。新幹線が開通するまでになってすご

〈個人の選択内容で〉 口個人で写真資料などを読み取 り い と思 っ た。

[日本国憲法」 関係することがらを追究する形 ・日本の加盟が認められて心から喜び合

[給食] で,調 べ る 。 っ た 。

[国際連合〕 ◆ ワ ー クシ ー ト(フ リー ス タイ ル) ・戦争後大きな改革をし,平 和条約を結

[新幹線] 口可能な子どもは,親 や祖父母等 び,戦 争が終わったことによって日本は

[東京オ リンピック] に聞き取 りをす るように指導す 大 き く変 わ っ た。オ リ ン ピ ソ ク も 開 かれ,

る 。 平 和 に な っ た。

9 戦中の世の中 ○友達の調べたことを ロ個人で調べたことを掲示 し,そ [学習感想]

の様子や戦後 見て,自 分の調べなか の うちの何点かを学習資料として ・戦争の時 ,国 民は食べるものがなかっ
の 日本の世の ったことがらや友達の 配布する。 た り,政 府に本当のことを知らされたり

中の変化につ 感想を知る。 ◆写真 「青空教室」 せず,本 当に苦しい生活を送っていた。

い て ま とめ ○ 「青空教室」の写真 ◆ ワー ク シ ー ト 「子 ど もの つ ぶ や 戦場の男性 も本当に苦しい思いをしてい

る 。 を再び見て,つ ぶやき き 」 た 。 日本 が 戦 争 に 負 け,こ うふ く を し,

声を考える。 口 第1時 の ワー クシ ー トに 再 度, 新 しい憲法を作 り,ま だ苦 しいところも

○調べた写真を見なが 記入する。◆写真 「小学校の軍事 あ っ た け ど,幸 せ に な った 。 日本 も大 き

ら,戦 中から戦後,現 訓練」「青空教室」 く変わり東京オリンピックも開かれ平和

在への日本の世の中の に な った 。 平和 に は な った け ど,中 国 や

変 化について話 し合 朝鮮,家 族を失った人々の心はまだいえ

う 。 てはいないのではないかと思った。

7成 果 と課題

(1)成 果

○ 「一つの事象」か ら学習 を展開 してい くことが児童の興味 ・関心 をひき、追究意欲 を

高めることにつ ながった。 さらに 「一っの事象」 の考え方を広げた ことによ り、児童が

社会的事象 の見方 ・考え方 を深め ることに効果的な教材構成 を行 うことがで きた。

○ 児童に育てたい社会認識 に基づいて教材 を分析 し、教材構成を行った。 これ によ り、

教材の もつ価値 を明 らかに し、単元の指導計画を作成 する際に役立てるこ とがで きた。

(2)課 題

○ 児童の実態、小単元の 目標な どか ら、教材分析表を さらに充実 させ 、その小単元の 目

標 を達成す るために適切 な 「一っの事象」の選択 を してい く。

○ 教材分析 を生か した具体的な学習活動を吟味す ることができなかった。活 動の有効性

を検証 し、教材の よさを生かす学習活動の設定の在 り方にっいて明 らかに したい。
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皿 研究のま とめ

1研 究の成果

(1)基 礎 ・基本 につ いて

中 学 年 5年 6年

地域社会の特色 を理解 し 社 会的事象 の意味 について 社会的事象の意味をより広

愛 情 を育 て るこ とを基礎 ・ 考 え る力 を養 うこ とを 目指 し、 い視野 か ら考 える力 を育て る

基 本 の べ 一 ス に し、 単 元 ご 単元 ごとに 「理解 させ る内容 とい う能力的な側面を重視

とに 「考 え させ る こ と」 「調 面 」 「態 度 面 」 「能 力 面 」 か ら し、 見 方 ・考 え方 を確 か に し

べ させ る こ と」 「学 習 の 仕 基礎 ・基 本 の明確 化 を図 り、 てい くために必要な基礎的 ・

方 」 を明 らか に した。 更 に最 も重要 な基礎 ・基本 の 基本的な能力を身に付けてい

重点化 を図った。 くこ とを 目指 した。

(2)教 材構 成について

中 学 年 5年 6年

基礎 ・基 本 を 「教材構 成 各単元 の 内容 を構造化 し、 単元 の中で重視す る見方 ・

まで の 流れ 」の表 にま とめ 、 単元構造内容図を作成 した。 考え方(児 童に育てたい社会

更 に地域 の特性 を生か し、 各単元における学習展開の 認識)を 明確に し、そこに迫

子どもが主体的にかかわれ 構 成 をパ ター ン化 した。 るために適切な教材を教材分

るよ うな教材 を構成 した。 析表を基 に選定、構成 した。

(3)定 着 を図る手だて

中 学 年 5年 6年

社会 的事象 を人 々の願 い

と関連付 けて考 えるこ とで、

地 域社会 に対す る愛情 を育

て よ うとした。

1っ の立場 に立って課題 を

追究 し、追究 した こ とを 自分

の言葉 で考 え表現 させた。

「一っ の事象 」か ら学習 を

展開 してい くことで学習意欲

を高め、社会的事象 の見方、

考 え方を深 めよ うとした。

鳥
① 重要事項 を落 とさず、事実認識(理 解)が 深 まる教材 の構成がで きた。

② 課題設 定まで を丁寧 に扱 うことで、一人一人 の追究の視点が明確にな り、意欲が高ま

り、主体的に学習す る姿が見 られ た。

③ 仕事(事 業)に 携 わる人や友だち とのかかわ りを通 して、社会的事象 をよ り身近に感

じなが ら、理解を深 めることができた。

2今 後の課題

(1)評 価について

◇ 一人一人の子 どもの こだわ りや思考の深 ま りを見取 る評価やそれぞれ に対応す る支援

の方法を検討す る

(2)教 材 ・学習活動 について

◇ 地域や 国土の良 さ、押 さえるべ き内容に迫 るために有効 な教材 、お よび学習活動の選

定 を今後 も研究する。
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